
 



 
 

は じ め に 

 

 子どもの読書活動は、「子どもが、言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊か

なものにし、人生をより深く生きる力を身に付けていく上で欠くことのできないもの」（「子ど

もの読書活動推進に関する法律」第２条）です。 

鳥取県教育委員会では、「自立して心豊かに生きる 未来を創造する 鳥取県の人づくり」 

という基本理念のもと、教育施策の推進に努めており、子どもの読書活動については、平成

１６年４月に「子どもの読書活動推進ビジョン」を策定し、平成２１年３月には第２次計画

を定め、様々な取組を行ってきました。 

 この間、各地域で学校や図書館等と連携して活動する読み聞かせボランティアのネットワー

クが形成され、市町村における子ども読書活動推進計画の策定などが進むなど、子どもの読書

活動の大切さに対する認識が広まってきましたが、一方で、子どもを取り巻く社会情勢や読書

環境の変化により、学年が上がるにつれて本を読まない割合が増加しており、時代に応じた対

応が求められています。 

また、平成２０年度、２１年度に公示された学習指導要領においても、各教科の学習を通じ

て言語活動の充実を図ることとされており、言語に関する能力の育成に必要な読書活動を充実

することが定められています。 

 この「鳥取県子どもの読書活動推進ビジョン（第３次計画）」は、平成２６年４月から、お

おむね５年間の子どもの読書活動推進の基本的方向を示すものです。 

 子どもの読書活動を推進するためには、社会の変化を踏まえた、家庭、地域、学校を通じた

社会全体での取組が重要であることから、県教育委員会では、市町村や読書関係団体等の皆様

と連携しながら取り組むこととしています。関係者ならびに県民の皆様のより一層のご理解と

ご協力をお願いたします。 

 最後になりましたが、本計画の策定にあたり、様々なご提言やご意見をいただきました鳥取

県子どもの読書活動推進委員会の委員の皆様をはじめ、多くの県民の皆様にお礼を申し上げま

す。 

平成２６年３月 

 

 鳥取県教育委員会 

 教育長 横濵 純一 
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第１章 基本的な考え方 

１ 子どもの読書活動の意義と大人の役割 

○子どもの読書活動とは、「本（文学作品に限らず、自然科学、社会科学関係の本や新聞、何か

を調べるために関係する本なども含む）を読む」（＊）ことはもちろん、「本を読んでもらう」

「本から得た知識や情報を活用する」など、子どもが本に親しみ、本の世界を広げ

たり深めたりするすべての活動である。 

○読書を通して、子どもたちは読解力や思考力を養い、感性を磨き、表現力を高め、想像力を

豊かにすることができる。 
○楽しむために読む、調べるために読む、知的欲求を満たすために読むなど、さまざまな側面

をもつ読書は、子どもが自ら考え、行動し、社会に参画するために必要な知識を得る大切な 
 契機となる。特に、社会が急激に変化していく中で、読書を通して生涯にわたって自発的に

学ぼうとする習慣を身につけていくことは重要であり、社会全体で積極的にそのための環境

整備に努めていかなければならない。 

○子どもには、本を選び、本を読み聞かせ、手渡し、言葉の世界へいざなってくれる大人の存

在が必要である。子ども達が成長する中で、繰り返し本を読んでもらったり、大人が子ども

に寄り添って同じ本を読んだり、ともに読書の時間を過ごすことにより、子ども達は知らず

知らずのうちに本の魅力を体得し、読書意欲を高めていく。 
 

２ 子どもの読書活動推進の背景   

〈子どもを取り巻く社会環境〉 

○今日、私たちを取り巻く社会は、核家族化・少子高齢化などの進行により、家庭や地域など

子ども達の成長を支える基盤が弱くなってきている。また、ケータイ、スマートフォン（＊）、

パソコン等の情報通信機器の急速な普及も、子どもの生活や環境に様々な影響を与えているた

め、保護者や子どもの身近にいる大人が、安全で適切な使い方について配慮していく必要があ

る。その他、読書の新たな手段として普及しつつある電子書籍についても、今後の推移に十分

留意する必要がある。 
○特に、学年が上がるにつれて様々な要因で読書離れとなるケースも多い。読書に親しむ生活

習慣が定着するような環境を整備し、社会全体で子どもの読書活動を推進する機運を高める必

要がある。 
 

〈国の動向〉 

○子どもの読書活動を積極的に支援するため、国会は、平成１２年を「子ども読書年」とする

ことを決議し、平成１２年５月には「国際子ども図書館」（＊）を開館した。 

○平成１３年１２月には、子どもの読書活動に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るた

め、「子どもの読書活動の推進に関する法律」（＊）が公布・施行され、４月２３日が「子ども

読書の日」（＊）に定められた。また、平成１４年８月に、「子どもの読書活動の推進に関する

基本的な計画」が策定され、平成１７年７月には、読書活動と関わりの深い「文字・活字文 
化振興法」（＊）が施行されたほか、平成２０年６月の「国民読書年に関する議決」（＊）によ 

 

＊「本を読む」：平成１６年２月３日文化審議会「これからの時代に求められる国語力について」 

＊スマートフォン（smartphone）：コンピュータ機能を持つ携帯電話。「smart」は「賢い」の意。 
＊国際子ども図書館：我が国初の国立の児童書専門図書館。国内外の児童書や研究書などを収集・提供・蓄積し、情

報発信を行うとともに、子どもの読書に関わる活動を支援する。 
＊子どもの読書活動の推進に関する法律／文字・活字文化振興法：資料編に掲載 
＊子ども読書の日：「子どもの読書の推進に関する法律」によって制定された。 
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り平成２２年が「国民読書年」と定められ、様々な読書活動に関する取組が展開されている。

平成２５年５月には、第３次「子どもの読書活動の推進に関する基本的計画」が策定され、

今後５年間の国施策の新たな方向性が示された。 
○平成１９年に改定された学校教育法第２１条５項には、「読書に親しませ、生活に必要な国   
語を正しく理解し、使用する基礎的な能力を養うこと。」と、学校での読書活動への期待が

記されている。 
○平成２０年には図書館法が改正され、図書館が行う事業に、学習成果を活用して行う教育活

動の機会提供を追加、司書及び司書補の資格要件の見直しのほか、県教育委員会は司書等の

資質向上のために必要な研修の実施に努める旨の規定の整備などが行われた。 
○平成２０年度及び２１年度に公示された学習指導要領の総則には、「学校図書館を計画的に

利用し、その機能の活用を図り、児童（・生徒）の主体的、意欲的な学習活動や読書活動を

充実すること」と記され、知的活動（論理や思考）やコミュニケーション、感性・情緒の基

盤である言語活動を支える条件として読書活動推進の重要性が示されている。 
○幼稚園教育要領及び保育所保育指針では、乳幼児が絵本や物語に親しむ活動を行うことを

定めている。 

 

〈県の取組〉 

○子どもたちの心豊かな成長及び学力向上に読書が重要な役割を持つことを踏まえ、平成９年

度から一斉読書を開始した。また、平成１０～１４年度の５年間で４００名の司書教諭資格

者を養成し、平成１５年度から全ての公立小中学校に司書教諭を配置したほか、県立高等学

校においても平成１３年度から司書教諭（正職員）を配置し、学校での子どもの読書活動を

推進する環境を整備した。 
○平成１３年度からブックスタートが導入された。平成２１年度にはブックスタート実施率が

１００％に達し、親子の絆づくりや幼少期から親子で本に親しむ環境づくりを支えている。 
○平成１６年４月には関係機関が連携して子どもの読書活動推進に取り組むため「鳥取県子ど

もの読書活動推進ビジョン」を策定し、平成２１年３月に同ビジョンの第２次計画を定めた。 
○平成２５年３月に、平成１８年に策定した「鳥取県立図書館の目指す図書館像」を改定し、

引き続き「知の拠点」である図書館づくりに取り組んでいる。 
 

３ ビジョン策定の趣旨 

○鳥取県では、子どもの読書活動を全県的に推進するために「鳥取県子どもの読書活動推進ビ

ジョン」を策定している。 
○このビジョンは、「子どもの読書活動の推進に関する法律」第９条第１項の規定による計画

であり、鳥取県の未来を担う子どもの心豊かな成長を促すため、子どもの読書活動の推進に

関する施策の基本的な方向性や具体的取組を示すものである。 
○このビジョンは、鳥取県子どもの読書活動推進委員会において、これまでの取組の成果と課

題を検証し、今後の子どもの読書活動推進のための基本施策の方向を見直したものであり、

県だけでなく、市町村、民間団体等に対しても積極的な取組を期待するものである。 
 

４ ビジョンの期間 

○ビジョンの期間は、平成２６年度からおおむね５カ年とする。 

 

 

＊国民読書年に関する議決：平成２０年６月８日に国会で議決。２０１０年を「国民読書年」と定め、これにより政

官財が協力し、国を挙げてあらゆる努力を重ねることを宣言した。 
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５ ビジョンの柱 

○子どもの読書活動推進のための具体的方策は、次の３つの柱に基づいて整理する。 

 
６ 鳥取県子どもの読書活動推進ビジョンの体系図 

 

 

未
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か
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長
を
促
す
読
書
活
動
の
推
進

１ 子どもが読書に親しむ

ための機会・環境の

提供と充実

２ 子どもの読書活動を

支える人の育成

３ 子どもの読書活動

推進についての

啓発・広報

家庭での子どもの
読書活動の推進

地域での子どもの
読書活動の推進

学校等での子どもの
読書活動の推進

子どもの読書活動推進の
ための連携と理解の促進

図書館職員、司書教諭、
学校図書館担当職員等

の育成

（目標値設定）

（目標値設定）

（目標値設定）

（目標値設定）

読書ボランティア等への
支援

① 子どもが読書に親しむための機会・環境の提供と充実 
② 子どもの読書活動を支える人の育成 
③ 子どもの読書活動推進についての啓発・広報 
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７ 目標値の設定 

１　子どもが読書に親しむための機会・環境の提供と充実

平成24年度 平成30年度目標

小学3年生 75.5% 80.0%
小学6年生 62.9% 70.0%
中学3年生 56.0% 70.0%
高校2年生 44.2% 60.0%

（家庭・地域教育課調べ）

平成23年度 平成30年度目標

24/30館 30/30館

（県立図書館調べ）

平成24年度 平成30年度目標

5.3冊／年 6.0冊／年
（県立図書館調べ）

平成24年度 平成30年度目標

小学校 99.3%
中学校 95.0%
高等学校 91.7%

（小中学校課、高等学校課調べ）

平成24年度 平成30年度目標

小学校 41.8%
中学校 30.0%

（文科省「学校図書館の現状に関する調査」）

平成24年度 平成30年度目標

小学3年生 3.2% 3％以下
小学6年生 8.5% 6％以下
中学3年生 17.0% 12％以下
高校2年生 21.3% 16％以下

（家庭・地域教育課調べ）

平成25年度 平成30年度目標

小学生 74.7% 向上
中学生 73.0% 向上

（文科省「全国学力・学習状況調査」）

２　子どもの読書活動を支える人の育成

平成24年度 平成30年度目標

14/19市町村 19/19市町村

（県立図書館調べ）

平成24年度 平成30年度目標

532名 600名以上

（県立図書館調べ）

平成25年度 平成30年度目標

12市町村 15市町村

（家庭・地域教育課調べ）

３　子どもの読書活動推進についての啓発・広報

平成25年度 平成30年度目標

52 70

（家庭・地域教育課調べ）

県立図書館主催の専門研修会総参加者数

家や図書館で、平日1日に10分以上読書す
る割合

100%全校一斉読書実施率

項目

全国平均以上学校図書館図書標準達成率

項目

項目

「子ども読書活動推進計画」を策定している市町村の数

項目

「子ども読書の日」等における市町村等の各種啓発の取組
数

公立図書館の県民1人あたりの貸出冊数

1ヶ月に1冊も本を読まない割合（不読率）

「読書が好き」な子どもの割合

項目

市町村図書館における研修会の開催

項目

項目

項目

市町村図書館と読書ボランティアの連携による取組数（読み
聞かせ、おはなし会等）

項目

項目

項目
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第２章 第２次計画期間（H21.4～H26.3）の成果と課題 

 

１ 子どもが読書に親しむための機会の提供と充実 

 
（読書好きが多い鳥取県の子ども） 

・小、中、高等学校で全校一斉読書が進み、全市町村でブックスタート（※）が導入されるなど、

学校や市町村での読書活動の取組が充実してきた。 
・「平成２４年度子ども読書に関するアンケート」（鳥取県教育委員会実施／以下「アンケート」

という。）によると、約８割の子供が、「読書が好き」、「どちらかというと好き」と回答してお

り、全国に比べて割合が高い。また、「読み聞かせが必要とは思わない」と回答した保護者は0％
（前回調査4.8％）であり、家庭での読書の重要性が保護者に伝わりつつある。 

 
（学年が上がるにつれて本を読まない割合が増加） 

・アンケートによると、小・中学生、高校生とも１日に全く本を読んでいない割合が増加してお

り、１ヶ月に１冊も本を読まない割合は、中学３年生で17.0％、高校２年生で21.3％と、学年

が上がるにつれて、学校以外（家庭、図書館等）での読書時間が減少している。 

・本を読まない理由としては、「本を読みたいと思わない」のほか、「スポ少や部活、勉強がある」

が多く、幼稚園・保育所年長児の保護者では、「仕事、家事があるため、家庭での読み聞かせや

子どもと一緒に読書していない」と回答する割合が増えている。 
・関心事が多様化する中学生、高校生に対して読書の意義を伝え、自主的な読書活動を促す取組

を進める。 
・家庭における読書活動の定着に向けて関係機関が連携し、読書や読み聞かせの重要性について、

保護者への理解を一層深めていく必要がある。 
 

第２次計画目標値の達成状況 

□１週間に１回以上、家庭で読書をしたり、読み聞かせをしてもらった子どもの割合 
 区 分 平成25年度目標値 達成状況 

乳幼児期（０～５歳） 95％ 89.6％ 家庭で読み聞かせをしている割合

小学生（低学年） 90％ 75.5％ 
家や図書館で平日１日に10分

以上読書をしている割合 
小学生（高学年） 85％ 62.9％ 
中学生 57 ％ 56.0％ 
高校生 05 ％ 44.2％ 

                    （「鳥取県子どもの読書活動に関するアンケート（H24）」）
 

 
 
 

＊ブックスタート：生まれる前の両親学級や乳幼児健診の機会に、すべての赤ちゃんと保護者に絵本を手渡し、「親

子で一緒に絵本を楽しむことで心の通い合いを深めることの大切さ」や「地域で子育てを応援しています」とい

ったメッセージを伝える運動 
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○「ブックスタートでもらった本を家庭での読み聞かせ等に使いましたか。」（アンケート結果） 

 
 

○「読書は好きですか」との問いに、「あてはまる」「どちらかというとあてはまる」と回答した割合の合計値  

（「全国学力・学習状況調査（Ｈ２５）」（文科省）） 

 
 

○「１ヶ月に読む本が０冊」と回答した割合（アンケート結果） 
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○１ヶ月に１冊も本を読まなかった理由  （アンケート結果）  

 
 

 

 

○お子さんに読み聞かせをしたり、一緒に本を読まない理由 （アンケート結果） 
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２ 子どもの読書活動を推進するための環境の整備・充実 

（図書館の施設整備が進む） 

・県立図書館では、市町村図書館や学校図書館との連携による取組が充実しており、「子どもの

本の講座」の開催や、図書の団体貸し出し、見本用新刊児童書の貸出し、資料相談などを展

開しているほか、平成２４年には青少年の夢を叶えるための「ドリームティーンズコーナー」

を学校図書館と連携して開設した。 
・市町村図書館では、平成２１年からの５年間で３館が開館またはリニューアル、７館が子育

てコーナーを開設するなど施設の充実が図られているほか、児童書の蔵書数や団体貸出の冊

数も増えている。 

・県立図書館、市町村図書館が核となって読書ボランティア（＊）と連携して「おはなし会」な

どを実施することにより、子どもにとっての読書の大切さへの理解が深まっている。 
・「平成２４年度学校図書館の現状に関する調査」（文部科学省）によると、公立小中学校の司

書教諭は全校配置されており（全国１位）、学校図書館担当職員の配置率も、小学校 92.5％

（全国平均47.9％）、中学校98.3％（全国平均47.6％）と全国上位にある。県立高等学校に

おいても、全校に司書教諭（全国平均 85.0％）及び常勤の学校図書館担当職員（全国平均

62.0％）が配置されている。また、学校図書館と市町村図書館との連携も進んでいる。 
・特別支援学校でも、司書資格を有する非常勤職員が全校配置され、図書館との連携が進んで

いる。県立図書館においても、図書館利用に障がいのある利用者向けの「は～とふるサービ

スコーナー」の設置、大活字本、布絵本等を重点購入するなど、障がいのある子どもたちの

読書環境の充実に努めている。 
 
 
 

 
 

ドリームティーンズコーナー 

 

は～とふるサービスコーナー 

 
（図書館の一層の利用促進が必要） 

・学校図書館図書標準（＊）は、第２次計画の目標値 30％は達成したものの、全国に比べて低

い水準にある。また、学年が上がるにつれて学校図書館の利用が低くなっている傾向も見ら

れ、図書館の魅力向上の取組が一層求められる。 
・アンケートによると、１ヶ月に１度も市町村図書館を利用しない割合が増加していることか

ら、「本を借りる」以外の利用促進にも取り組む必要がある。         
・図書館の利用促進に向けた工夫や、図書館相互及びボランティア等との連携を強化していく

必要がある。 
 
 

＊読書ボランティア：読み聞かせグループや家庭文庫など、読書活動に関わるボランティア 
＊学校図書館図書標準：平成５年３月２５日の文部省初等中等教育局長による通知に基づき、公立義務教育諸学校の

学校図書館の図書の整備を図る際の目標として設定したもの 
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第２次計画目標値の達成状況 

□市町村図書館と読書ボランティアの連携による取組の実施割合（県立図書館調べ） 

H25目標値 達成状況（H24実績） 
100％ 82.1％ 

□学校での全校一斉読書実施率 （小中学校課、高等学校課調べ） 

区分 小学校 中学校 高等学校 

実施校数（H24実績） 133／134 57／60 22／24 

実施率 99.3％ 95.0％ 91.7％ 

H25目標値 100％ 100％ 80％ 

□学校図書館図書標準達成率 （「学校図書館の現状に関する調査」（文科省）） 

区分 
H25目標値 達成時状況（H24実績） 全国の状況（H23末） 

小学校 中学校 小学校 中学校 小学校 中学校 

達成校数 － － 56/134 18/60 － － 

達成率 30.0％ 30.0％ 41.8％ 30.0％ 56.8％ 47.5％ 
 

 

 

○市町村図書館の利用「０回／月」 （アンケート結果） 

 
 

○学校図書館の利用「０回／月」  （アンケート結果） 
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○学校の図書館に行かなかったのはなぜですか。（小３、小６）（アンケート結果） 

 

 
学校図書館を利用しない理由として、小学３年生では、「学級の本を借りる」との回答が最も多く、

すぐに借りられる学級文庫の利用が多いと思われる。また、「読みたい本がない」「特に本を読みたい

と思わない」との回答も高い割合であることから、読書への関心を引き出すため、本の紹介をするな

どの働きかけが重要になってくると考えられる。 

 

○学校の図書館に行かなかったのはなぜですか（中３、高２）（アンケート結果） 
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  学校図書館を利用しない理由は、「書店で本を買う」が最も多い。特に高校生では半数

以上になるなど大きく増加している。中学３年生では「特に本を読みたいと思わない」「本

を読みたいと思わない」が４割を超え、読書への関心の薄さが表れている。 
 

○市町村の図書館に行かなかったのはなぜですか（中３、高２／※その他の学年は「資料編」に掲載）  

 

 
  市町村図書館を利用しなかった理由として、中学３年生以上では「特に借りる必要がな

い」が多くなっている。 
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３ 子どもの読書活動を支える人の育成 

（子どもの読書活動に関わる人材の充実と連携） 

・平成２３年度に鳥取県子ども読書アドバイザー（＊）を養成し、保護者研修会などに派遣

しているほか、「学校支援ボランティア事業」（＊）や「放課後子ども教室事業」（＊）に

おいても地域のボランティアが読み聞かせを行っている。特に、子ども読書アドバイザ

ーの派遣は、地域の読書ボランティアの資質向上と保護者啓発の面で成果を挙げている。 

・平成２４年度には、県内１４市町村の図書館で、小中学校の教職員を対象とした研修会を実

施しており、ほとんどの市町村で司書教諭が参加している。 

・司書教諭及び学校図書館担当職員、読書ボランティアなど、子どもの読書活動推進に関わる

人の研修会や意見交換会を充実し、継続的にスキルアップを図ることが必要である。 
・子どもの読書活動に関わる人の知識や経験が発揮されるためには、学校、図書館、関

係団体が連携を充実させることが重要であり、各市町村における子どもの読書活動推

進計画策定を働きかける必要がある。 
 

第２次計画目標値の達成状況 

□市町村図書館における研修会（対象：小中学校職員）の実施割合      （県立図書館調べ） 

区分 H25目標値 
達成状況（H24実績）  

 うち司書教諭参加 
実施市町村数 － 14/19 9/14 

実施率 100％ 73.7％ 64.3％ 
 

 

４ 子どもの読書活動の推進についての啓発・広報 

・全市町村の図書館等において「子ども読書の日（４月２３日）」、「子どもの読書

週間」や「文字・活字文化の日」などに合わせて様々な催し等が開催されている。  

・引き続き、これらの日、期間を中心にしつつ、日ごろから子ども達が読書に親しむ

契機となるような取組、広報を充実していくことが必要である。 

 

第２次計画目標値の達成状況 

□子ども読書の日の認知度                        （アンケート結果） 
区分 H25目標値 達成状況 

幼稚園、保育所、小中学校保護者 90％ 3.8％（幼稚園・保育所保護者） 

一般県民 70％ － 
 

○子ども読書活動の日・週間における啓発行事などの取組状況  

区分 H20 H24 

実施市町村数 18/19 19/19 

実施率 94.7％ 100％ 

 
＊鳥取県子ども読書アドバイザー：子どもの読書に関する専門的な知識や読み聞かせ等の豊富な経験を持つ人材を「子

ども読書アドバイザー」として学校、幼稚園・保育所等の保護者研修会などに派遣している。 
＊学校支援ボランティア事業：学校の要望に応じて地域の方々がボランティアとなって学校を支援する仕組み。生活

や学習の支援、環境整備、登下校時の見守りなどを行う。 
＊放課後子ども教室事業：子どもの安全・安心な居場所づくり推進のため、原則として小学校区において、放課後や

週末に小学校の余裕教室等を活用し、地域の方々の参画を得て、勉強やスポーツ・文化活動、地域住民との交流活

動等の取組を実施している。 
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第３章 推進のための具体的方策 

子どもにとっての読書は、言葉を学ぶ、感性を磨く、表現力を高める、想像力を豊かにす

るほか、人生をよりよく生きる力を得ることができるものであり、知的活動の基盤となるも

のである。また、感受性の高まる時期に自らの感性に響く本との出会いを契機に読書を好むよう

になる傾向がある。 

子どもたちがこうした本と出会い、自ら読書に取り組むよう、本を選び、読み聞かせ、手

渡す存在である身近な大人が、進んで読書に親しみながら子どもの読書活動に理解と関心を

持ち、家庭・地域・学校が一体となって最適な環境づくりに努めなければならない。 

１ 子どもが読書に親しむための機会・環境の提供と充実 

（１）家庭での子どもの読書活動の推進 

【現状・課題】 

子どもの読書習慣を形成するには、子どもが生活習慣を身につける上で最も大切な場であ

る家庭において、乳幼児期から自然に本に親しむ機会が提供されることが重要である。 
しかし、ゲーム機、ケータイやスマートフォン等の情報端末機器の急速な普及や、塾や習

い事、部活動などにより、子どもたちは家庭でゆっくり読書に親しむ余裕がない環境にあり、

保護者も、家庭で子どもと本を読む時間がない、など多忙感を覚えている。  
鳥取県では、平成２３年度に子ども読書アドバイザーを養成し、保護者研修会等に派遣し

ている。また、全市町村にブックスタートが普及し、保護者に絵本を手渡しているほか、地

域の図書館等での「おはなし会」や「子育て支援講座」の開催など、関係機関が連携しなが

ら家庭での読書の大切さを保護者に伝えている。さらに、図書館や学校からの広報誌に

よる情報提供、ノーテレビデー（＊）等と連携した地域での取組も行われている。 

引き続き、子どもの読書に対する興味・関心をそれぞれの家庭にあった方法で引

き出せるよう、様々な機関が連携・協力して保護者に啓発することが求められる。 
 

【取組の方向性】 

〈家庭での読書の働きかけ〉 

・「家庭教育推進協力企業制度」（＊）の取組に家庭での読み聞かせや親子読書を盛

り込み、家庭での読書を働きかける。 

・市町村と連携し、「ブックスタート」に続き、ブックセカンド、ブックサードなどの「ブッ

クスタートフォローアップ事業」の推進を図る。 

・参観日やＰＴＡ活動、図書館や保健センターで行われる「子育て講座」など、保

護者が集まる機会に子ども読書アドバイザーを派遣し、読書の大切さや読み聞か

せの楽しさについて、理解の促進を図る。 

・「心とからだいきいきキャンペーン」（＊）を展開し、家庭において、「ノーテレ

ビ・ノーゲームデー」を設けたり、読書を通じて家族で感じたことや考えたこと

を話し合うなど、子どもが読書に親しむきっかけづくりを促すほか、「子ども読

書の日」（4 月 23 日）、「文字・活字文化の日」（10 月 27 日）を中心としなが

ら、家庭での読書を働きかける。 

 

＊ノーテレビデー：家庭でテレビを消し、家族で過ごす取組。読書をして過ごす家庭もある。 
＊家庭教育推進協力企業制度：企業・従業員を挙げて家庭教育の充実に向けた職場環境づくりに取り組む企業（協

力企業）と鳥取県教育委員会が協定を結び、家庭教育を推進。平成25年12月末現在締結企業数：570企業 

＊心とからだいきいきキャンペーン：子どもたちの望ましい基本的生活習慣の定着を目指し、平成１７年度から鳥

取県教育委員会が取り組んでいる。取組の６つの柱：①しっかり朝食を食べよう、②じっくり本を読もう、③外

で元気に遊ぼう、④たっぷり寝よう、⑤長時間テレビを見るのはやめよう、⑥服装を整えよう。 
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（２）地域での子どもの読書活動の推進 

①公立図書館（県立図書館、市町村図書館、公民館・児童館図書室）の役割と取組 

【現状・課題】 

子どもの読書活動を推進するためには、子どもの身近なところに本に親しむこと

ができる環境をつくることが重要である。特に、公立図書館は、子どもが学校以外

で様々な本と出会える場所であり、地域における読書活動の中核的な役割を果たす

ことが期待される。 

県内では、１７市町村の図書館が県立図書館との横断検索ネットワークにより、各図書館

のホームページで県内図書館の蔵書を検索できるサービスを提供しているほか、県立図書館

と市町村図書館間の物流システムによる配本サービスにより、市町村図書館を介して小中学校

への団体貸出しを行うなど、図書館相互の連携・協力が進んでいる。 

また、読書ボランティアと連携して、おはなし会等の児童向けサービスが行われているほ

か、児童図書コーナー設置、保護者のニーズにあわせたブックリスト（＊）の作成や読書案内

など、本の魅力を子どもに伝える工夫がなされている。今後、このような連携が一層求

められる。 

県立図書館では、環日本海諸国（＊）をはじめとする外国語の図書資料を整備した

環日本海交流室を設けているほか、国際交流員と連携して、外国と交流している学

校の活動支援や図書館での外国語で絵本を楽しむ講座などを開催している。 
公民館、児童館や病院内の図書室も、図書館がない地域の子どもたちに身近な読

書施設としての役割が期待されているが、蔵書が少なく十分なサービスが提供できてい

ないところもあることから、公立図書館と連携して図書をそろえたり、自動車文庫（＊）が巡

回するなど、子どもたちが利用しやすい環境づくりが求められる。 
 

【取組の方向性】 

ア 地域の中核施設としての機能 

〈情報提供の充実〉 

   鳥取県図書館横断検索システム（＊）など資料相談機能を地域住民に周知し、子ど

もや保護者、学校からの読書案内への対応をするとともに、保護者が本を選ぶときの参考

となるブックリストの情報提供を行い、発達段階に応じた本に出会えるよう努める。 
〈子どもと本の出会いの場を提供〉 

   各図書館や公民館、児童館において、読書ボランティアと連携した読み聞か

せ会やおはなし会を開催するなど、親子で本に親しむ機会のほか、絵本の展示

など図書館に訪れる多様な機会の提供にも努める。また、「子ども読書の日」

をはじめとする子ども読書推進の関連行事に取り組む。 

〈民間団体、学校図書館等との連携〉 

   学校図書館や保育所・幼稚園への団体貸出を進めるほか、地域の読書活動推

進団体や保健所・保健センター等の関係機関と連携し、放課後子ども教室や放

課後児童クラブでのおはなし会開催の働きかけや、読み聞かせ研修会の開催、

子どもの読書活動に関する情報提供など、地域における子どもの読書活動を支

援する。 

 

 
＊ブックリスト：図書館等が、年齢に応じた絵本や図書資料を選書し一覧として作成したもの 

＊環日本海諸国：主に、韓国、中国、ロシアの国  々
＊自動車文庫：図書館資料を積んで施設等を巡回し、一般貸出を行う車両 

＊鳥取県図書館横断検索システム：インターネット上で各図書館の蔵書情報を横断的に検索するシス
テム。検索した資料は、図書館間の物流システムにより１～２日で各市町村図書館・全高等学校、
特別支援学校などに配送される。 
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イ 公立図書館の機能強化 

〈資料の整備・充実〉 

   県立図書館は、見本資料として有用な新刊児童図書の購入や、研究書等の収集、子ど

もの読書に関する情報の収集、提供に努める。新刊図書の巡回展示などにより市町村図書

館における子ども向け図書の計画的な整備と充実を支援する。  
〈サービスの充実〉 

鳥取県図書館横断検索システムによる資料相談、読書相談の取組をはじめ、

配本サービスの利用促進など、図書館から離れた地域へのサービスの一層の充

実を図る。 

〈研修会・講習会の開催〉 

   図書の選択、収集、提供など、子どもの読書活動を推進する上で司書の役割

は極めて重要であるため、司書配置の一層の充実、司書の専門的知識・技術の

研鑽と向上のほか、読み聞かせ技術の向上を図る研修についても充実を図る。 

〈多様な文化への対応〉 

   県内に在住する外国籍の子どもたちが読書に親しみ、また、日本の子どもたち

も多様な言語や文化を理解できるよう、環日本海諸国の言語をはじめとする外国

語の資料の整備や催しの開催、こうした言語に対応するための職員の研修や館内

の案内表示等を充実させるなど、多様な文化に対する理解を深めるための取組を

進める。 

 

②民間団体等の役割と取組 

【現状・課題】 

県内には、「読み聞かせグループ」などの読書ボランティア団体をはじめ、子どもの読

書活動推進に取り組む民間団体が多く存在し、学校や地域の図書館と連携して、子どもが

読書に親しむさまざまな機会を提供している。また、学校の教育活動を支援する「学校支

援ボランティア事業」や「放課後子ども教室事業」においても、地域のボランティアが読

み聞かせを行っている。 
これらの読書ボランティア団体等は、子どもたちに本の魅力を伝える重要な存在である

ことから、取組の状況を把握するとともに、活動の場が得られるよう働きかけることが必

要である。 
 

【取組の方向性】 

〈民間団体等との連携強化と情報提供の充実〉 

・読書ボランティア団体等の活動の場の提供、ネットワークの構築に努める。 
・読書ボランティアとして活動するために必要な基礎研修や、情報提供に努める。 
・「子どもゆめ基金助成金」（＊）や国庫補助事業等の情報提供を行い、地域における子ど

もの読書活動を推進する取組を支援する。 
・書店をはじめとする民間企業との協働による読書活動推進に努める。 

 

   
 

＊子どもゆめ基金助成金：２１世紀を担う子どもの健全な育成を推進するため、民間団体が実施する様々な体験活動

や読書活動等への支援を行う基金による助成 
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③障がいのある子どもへの配慮 

【現状・課題】 

県立図書館では、障がいのある利用者の希望に応じて、宅配便による配本サービスを実施

しているほか、点字図書（＊）、録音図書（＊）、大活字本（＊）についても、県内の市町村図書

館に対して、迅速に所蔵情報を提供している。また、公立図書館では、誰でも図書館を利用

できるようユニバーサルデザイン（＊）に基づいた整備が進められている。 

今後とも、障がいのある子どもたちも自由に利用できるよう、障がいの種類や程度に応じ

た図書やサービス、読書スペースの充実のほか、特別支援学校での地域の読書ボランティア

による読み聞かせ等の充実など、様々な読書活動の支援が求められる。 

 

【取組の方向性】 

〈蔵書や施設の充実と多様なニーズへの対応〉 

・公立図書館は、障がいの種類や程度に関わらず、すべての子どもたちが楽しむことのでき

るような「布絵本」や「さわる絵本」、点字図書、録音図書、大活字本などの整備を進め

るとともに、施設のユニバーサルデザイン化を一層促進する。 

・公立図書館は、手話ボランティアとの連携・協力により対面朗読や手話通訳による「おは

なし会」を実施するほか、職員も手話を学ぶなどして、障がいのある子どもの希望に対応

できる体制の整備に努める。 

・県立図書館は、市町村図書館や特別支援学校への団体貸出しによる支援を行うほか、図書

の宅配サービスなど、障がいによって図書館に来館できない子どもへのサービスを引き続

き展開する。 

・読書ボランティアなど民間団体が、特別支援学校で子どもの障がいの種類や程度に

応じた活動を行うために必要なスキルの習得を支援する。 

 
 

「布絵本」 

フェルトなどのやわらかい布でできている絵本で

す。さわって物の形をたしかめたり、物語を楽しんだ

りします。 

 

「大活字本」 

文字が大きく、読みやすい活字で書かれています。 目

の病気や 高齢などで小さな文字が見えにくくなった方に

も多く利用されています。 

 
 
 
＊点字図書：点字で書かれた図書資料 
＊録音図書：朗読など音声をＣＤ等の録音媒体に記録した資料 
＊大活字本：弱視の人のために文字を大きくするなど、読みやすい工夫をした本 
＊ユニバーサルデザイン：年齢、性別、文化、身体の状況など、それぞれの人が持つさまざまな違いに関わらず、

誰もが暮らしやすい社会を実現しようとする考え方 
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（３）学校等での子どもの読書活動の推進 

①幼稚園・保育所等 

【現状と課題】 

幼稚園・保育所では、人格形成の基礎を培う乳幼児期に読書の楽しさを知ることができる

ように、絵本や物語に親しむ活動を積極的に行うことが求められる。 

県内の幼稚園・保育所等では、積極的に絵本の読み聞かせを取り入れ、家庭への絵本の貸

出も行うなど、親子で本に親しむ機会が増えているほか、小中学生や高校生が、幼稚園や保

育所の乳幼児に読み聞かせを行う取組も見られる。 

親子で絵本や幼年文学（＊）に触れることができる機会の提供や、子どもの読書に対する保

育士や教員の理解を深めるなど、乳幼児が絵本や物語に親しむための環境づくりが必要であ

る。 
 

【取組の方向性】 

〈図書の充実や関係者の理解促進などの環境整備〉 

・絵本コーナー等、幼児が本に親しむためのスペースを確保し、市町村図書館と

連携した図書の充実を図るなど、環境整備に努める。 

・市町村図書館との連携や、子ども読書アドバイザーの活用等により、発達段階に応じ

た選書などに関する保育士や教員の研修会や連絡会を充実する。 

・保育士や教員、読書ボランティアによるおはなし会の実施や、保護者への絵本や幼年文

学の貸出を推奨し、家庭での読み聞かせを働きかける。 

 

②小学校・中学校・高等学校 

【現状と課題】 

学校は、子どもが読書を楽しみ、読書の幅を広げていくことができるような環境を整備する

など、子どもが読書習慣を形成していく上で大きな役割を担っている。   

県内の小・中学校では、平成９年度から「朝の一斉読書」に取り組み、現在９割の学校で実

施されているほか、高等学校においても、９割の学校で一斉読書が実施されている。 

こうした取組や、小学校での読書ボランティアによる「おはなし会」等は、児童・生徒が本

に親しむ機会として一定の成果を挙げている。高等学校においても、県立図書館の支援によ

り、配本サービスはもとより、各種展示や教職員・生徒向けの図書館活用セミナーも実施

されている。 
このように、学校において本に親しむ取組が行われている一方、自分に合った本に出会

えないことが原因で、読書に関心を持つことができない子どもも存在することから、こう

した子どもに対する支援や、授業以外で学校図書館を利用しない子どもに図書館の楽しさ

を伝える取組も必要である。 
 

 
 
 
＊幼年文学：絵本の読み聞かせから、子ども自身が本を読み始める時期に多く読まれる図書 
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【取組の方向性】 

ア 読書習慣の確立、読書指導の充実 

〈朝読書、読み聞かせ等の全校一斉活動の実施〉 

・朝の一斉読書を含め、全校一斉読書の取組を継続して実施する。 

・地域の読書ボランティアと連携して、読み聞かせやおはなし会を一層充実させ

るとともに、読書活動に関連した行事を企画するなど、それぞれの学校に合っ

た独自の取組を行うよう働きかける。 

 

〈校内の推進体制の確立〉 

・学校の実践事例の紹介や研修を通して、学校関係者の意識や技術の向上を図る。 
・学校図書館の運営・活用について中心的な役割を担う司書教諭がその職責を十分果たせ

るよう校内体制を整えるとともに、司書教諭を中心に、学校図書館担当職員や教職員が

連携し、各教科・科目等において、学校図書館が一層活用されるよう図る。 
・「心とからだいきいきキャンペーン」や「ノーテレビデー」等の取組と合わせて、保護

者に読書の大切さを啓発する。 

 

イ 学校図書館の機能強化 

〈学校図書館の資料の整備・充実〉 

・「新学校図書館図書整備５カ年計画」に基づく地方財政措置の考え方について

市町村に理解を求め、学校図書館の図書の整備を推進する。あわせて県立学校

についても図書の整備を進める。 

・公立図書館と連携して、団体貸出による学級文庫（＊）を充実したり、余裕教室

やワークスペースに図書を整備するなど、子どもの身近に本がある環境づくり

を進める。 

  ・鳥取県手話言語条例（＊）の理念を踏まえ、県内全ての小中高等学校及び特別支

援学校に手話を学ぶ図書等を整備し、学校での手話学習環境の充実と手話に関

する理解を深める取組を進める。 

 

〈学校図書館の情報化、機能の充実〉 

・各学校における高速インターネットの接続、校内ＬＡＮの整備促進、情報端末

機器の増設を図る。また、県立高等学校の図書管理システムの計画的な更新と

拡充を図り、情報へのアクセス環境を整える。 

・学習したことを日々の読書につなげる「読書センター」としての機能のほか、図書館の図書

資料や新聞を活用した授業づくりの一助となるような実践例やブックリストを作成する、研

修や訪問相談等を授業に反映するなど「学習・情報センター」としての機能の充実を図る。 

 

〈学校図書館を活用するための人的配置の充実〉 

・司書教諭の全校配置を継続するため、有資格者の養成に努めるとともに、地方

交付税措置が講じられている趣旨を踏まえ、学校図書館担当職員の継続的な任

用に努め、学校全体で読書活動を推進できる環境を整備する。 

 

 

＊学級文庫：学校図書館から図書資料の学級貸出しを受けて学級に整備した文庫 
＊鳥取県手話言語条例：平成 25 年 10 月 11 日制定。手話が言語であるとの認識に基づき、手話の普

及に関し基本理念を定め、県、市町村、県民及び事業者の責務及び役割を明らかにするとともに、

手話の普及のための施策の総合的かつ計画的な推進に必要な基本的事項を定め、ろう者とろう者

以外の者が共生することのできる地域社会の実現を目指す。 
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③特別支援学校（＊） 

【現状・課題】 

各学校において、視覚障がい、聴覚障がい、知的障がい、肢体不自由、病弱など、子ども

の障がいの種類や程度に応じた読書活動を推進することが求められており、全校に司書教諭

と学校図書館担当職員を配置して読書活動を進めているほか、担任、司書教諭、学校図

書館担当職員等による「おはなし会」を実施している。 
保護者への図書等の貸出しを行っている学校もあり、親子で本の楽しさを味わいな

がら文字や語いの獲得につなげている。 

 

【取組の方向性】 

〈図書資料の充実〉 

・鳥取盲学校の点字図書の貸出しをはじめとして、各学校は、点字図書や録音図書、ビデ

オ絵本や大活字本など、公立図書館の団体貸出を積極的に利用し、障がいの種類や

程度、発達段階に応じた図書の提供を行うほか、図書の選定や環境の工夫に努める。 

 

〈学校図書館担当職員の研修の充実〉 

・障がいの種類や程度、特性に応じた支援ができるよう、県立図書館では、司書教諭や学

校司書に対する専門的な研修の実施や資料相談を支援する。 
 

〈多様な読書活動の推進〉 

・読書ボランティアと連携して、「おはなし会」やブックトーク（＊）など、子どもの状態

に応じた読書活動を通して、多くの人との交流が得られるよう働きかける。 
 

 
読書アドバイザーによる絵本の選び方の指導 

 
学校での指導にあたって、読書アドバイザーと授業者が

うち合わせ 

       
 
＊特別支援学校：障がいのある幼児・児童・生徒一人一人の教育的ニーズを把握し、その持てる力を高め、生活や

学習上の困難を改善または克服するため、適切な指導及び必要な支援を行う学校。平成１９年４月から学校教育

法改正により、これまでの「盲・聾・養護学校」が「特別支援学校」となった。 
＊ブックトーク：子どもや成人の集団を対象に、あらすじや著者紹介等を交えて、本への興味が湧くような工夫を

凝らしながら本の内容を紹介すること。 
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２ 子どもの読書活動を支える人の育成 

子どもが読書に親しむには、子どもの読書活動に携わる人が、子どもと本のより良い出会

いをコーディネートするために必要な専門知識と技術を身につけることが重要である。 
また、こうした人材が能力・経験を発揮できるよう、学校、図書館、関係団体等が連携し、

子どもの読書活動の推進に取り組んでいく。 
 

（１）図書館職員、司書教諭、学校図書館担当職員等の育成 

【現状と課題】 

県立図書館では、市町村図書館職員や学校の司書教諭、学校図書館担当職員に対して、

スキルアップのための各種専門研修を、県教育センターでは新規採用幼稚園教諭を対象に

した読み聞かせ研修や司書教諭研修、教職員を対象にした図書館教育に関する研修を実施

している。今後は、子どもの読書活動の核となる専門職員の研修の一層の高度化、多様化

に対応していく必要がある。 

【取組の方向性】 

・図書館司書等向けの専門研修を継続して実施するほか、市町村図書館職員や幼稚園教

諭、保育士等を対象に、子ども向け図書に関する研修を行う。 

・県から市町村に参加を呼びかけるなどの働きかけのほか、市町村教育委員会等が開催

する研修会に講師派遣するなど研修に参加しやすい環境づくりに必要な支援を行う。 

・経験の浅い司書教諭への助言や教員対象の研修会での講演等により、学校図書館に関

わる職員の支援を行う。 
 

（２）読書ボランティア等への支援 

【現状と課題】 

読書ボランティアは、地域の図書館、公民館、幼稚園、保育所、学校と連携して活動

するなど子どもが読書に親しむ機会を提供しており、これらの読書ボランティアのスキ

ルアップのために、公立図書館のほか様々な機関で各種講座、研修が実施されている。 

また、子ども読書アドバイザーについても、スキルアップや情報交換のための研修を
実施している。 

【取組の方向性】 

・子どもの読書活動に携わる読書ボランティア、子ども読書アドバイザーを対象とした

研修会を継続実施する。 

・読書ボランティア等と連携・協力し、地域での子どもの読書活動を推進していく。 
 
（３）子どもの読書活動推進のための連携と理解の促進 

【現状と課題】 

本県は、公立小中学校全校、県立高等学校全校に司書教諭を配置し、全国的に見ても

高い割合で学校図書館担当職員を配置するなど、子どもの読書活動推進のための体制づ

くりが進んでいる。家庭、地域、学校で子どもの読書活動を推進するためには、専門的

な知識を持つ職員の人材育成に努めるとともに、各機関を管理する教育委員会や学校等

において、組織全体で子どもの読書活動の意義についての理解を深めることが重要であ

る。また、学校、図書館、関係機関等が連携し、子どもの読書活動推進計画に沿って具

体的に取組を展開することが求められる。 

【取組の方向性】 

・「鳥取県子どもの読書活動推進ビジョン（第３次計画）」の周知を図り、関係機関が連

携して取組を進める。 

・各市町村教育委員会に、子どもの読書活動推進計画の策定や推進体制の整備を働きか

ける。 
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３ 子どもの読書活動推進についての啓発・広報 

【現状・課題】 

家庭、地域、学校における子どもの読書活動を推進していくためには、様々な機会と場をと

らえ、子どもの読書活動に関する理解を図り、社会全体の機運を醸成することが必要である。 

「子ども読書の日」（４月２３日）や「読書週間」（１０月２７日～１１月９日）を中

心に、県内図書館、公民館、学校で「おはなし会」や講演会、展示会などの事業や優良図

書の紹介が実施されているほか、平成１７年度から、県教育委員会を中心に「心とからだ

いきいきキャンペーン」を展開し、「じっくり本を読もう」も位置づけて生活習慣として

の定着を図っている。 
また、幼稚園・保育所、小・中学校においても、「ノーテレビデー」と併せて家庭での

読書の推進に取り組んでいる。 
地域全体で、子どもの読書活動推進を「子どもを育てる地域の課題」ととらえることが

できるような意識啓発の取組が求められる。 
 

【取組の方向性】 

〈キャンペーン等による継続的な啓発〉 

・関係機関が連携し、「子どもの読書の日」、「子どもの読書週間」等を中心に、子どもた

ちが読書に親しむ契機となるような普及・啓発に取り組む。 
・関係機関が連携し、「心とからだいきいきキャンペーン」をはじめとする草の根的

な活動を展開し、読書が子どもの生活習慣の一部として定着することを図る。 

 

〈優良図書の紹介〉 

・関係機関が連携し、優良な図書を家庭、地域に紹介するとともに、こうした優良な図書が

子どもの身近に置かれ、いつでも触れることができるように働きかけていく。 
 
〈優良事例の発信〉 

・県、市町村、学校、図書館、民間団体の子どもの読書活動に関する取組の情報や、ブック

トーク、読書へのアニマシオン（＊）、ビブリオバトル（書評合戦）（＊）などの先駆的・モ

デル的な優良事例を収集するほか、ホームページ等により積極的に情報提供する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊読書へのアニマシオン：子どもたちに読書の楽しさを伝え、子どもが生まれながらに持つ「読む力」を引き出すた

めに、また、本を読まない子どもを読むようにするために開発された効果的な読書指導手法のこと。 
＊ビブリオバトル（書評合戦）：各自が本を持ち寄って集まり、本の面白さについて５分程度でプレ

ゼンテーションし合い、一番読みたくなった本を参加者の多数決で決定する書評会。ビブリオバト

ルの効果としては、ゲーム感覚で楽しみながら本に関心を持つことができること、自ら本を選ぶ力、

語る力が育つこと、読んでみたいと思える本に出会える機会が増えること等が挙げられる。 

 

 
ビブリオバトルの取組（倉吉西高） 
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第４章 方策の効果的な推進に必要な事項 

１ 県の推進体制の整備 

○県では、平成１５年度に「鳥取県子どもの読書活動推進委員会」（以下「推進委員会」とい

う。）を設置し、毎年、ビジョンの進捗状況や子どもの読書活動に係る取組を検討してきた。 

○平成２５年度には、第２次計画期間における成果と課題を検証し、ビジョンの見直しを行っ

た。今後は、新たなビジョンに基づき子どもの読書活動を総合的に推進するため、推進委員

会において、県内の推進状況の検証、具体的な取組についての検討を進めるほか、教育委員

会の関係各課の役割を明確にし、読書活動の推進について連携して取り組む。また、ブッ

クスタート事業の推進・充実についても、知事部局関係課と連絡を密にしながら

取り組む。 

 

２ 市町村の推進体制の整備 

○地域を支える次世代の人材を育成することは、県及び市町村にとって重要な責務であり、

こうした人材育成に読書が果たす役割も大きいため、首長部局、教育委員会、民間団体が

連携した読書活動の推進が必要である。 

○各市町村で長期的に子どもの読書活動の推進に関する取組が行われるためには、

「子どもの読書活動推進計画」の策定や、教育委員会、学校、図書館、民間団体の関

係者からなる子どもの読書活動推進のための体制づくりが必要である。県教育委員会は、

本ビジョンの普及・啓発と合わせて、市町村の推進計画策定の働きかけや見直し、

これに伴う体制づくりを必要に応じて支援する。また、策定した子どもの読書活動推

進計画に沿って具体的な取組が展開されるよう働きかける。 

 

３ 民間団体等の連携・協力の促進 

○子どもの読書活動推進について重要な役割を果たしている民間団体、読書ボランティアは、

相互に連携を図って子どもの読書活動を推進していく。 
○書店は、地域において子どもたちが本に接する身近な場所であり、図書館と同様に読書活動

推進の一翼を担うことが期待されるため、書店との連携・協力を進める。 

 


